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文
部

科
学

省
に

お
け

る
児

童
虐

待
に

係
る

取
組


児

童
虐

待
に

係
る

取
組

に
つ

い
て

は
、

未
然

防
止

、
早

期
発

見
・
早

期
対

応
や

虐
待

を
受

け
た

児
童

生
徒

の
支

援
が

重
要

で
あ

り
、

学
校

・
家

庭
・
地

域
社

会
・
関

係
機

関
が

密
接

に
連

携
す

る
こ

と
が

必
要

。

２
．

学
習

指
導

要
領

に
基

づ
く
学

校
教

育
の

実
施

〇
家

族
や

家
庭

生
活

に
つ

い
て

の
理

解
、

生
命

の
尊

重
、

幼
児

と
の

触
れ

合
い

を
通

じ
た

幼
児

へ
の

理
解

・
関

わ
り

を
深

め
る

な
ど

の
指

導
を

実
施

〇
人

権
の

尊
重

や
男

女
の

平
等

、
男

女
が

共
同

し
て

社
会

に
参

画
す

る
こ

と
や

男
女

が
協

力
し

て
家

庭
を

築
く
こ

と
に

つ
い

て
指

導
を

実
施

１
．

学
校

等
に

お
け

る
児

童
虐

待
へ

の
対

応
①

学
校

、
教

育
委

員
会

に
お

け
る

児
童

虐
待

防
止

に
向

け
た

取
組

の
周

知

○
児

童
虐

待
を

受
け

た
と

思
わ

れ
る

幼
児

児
童

生
徒

を
発

見
し

た
場

合
は

、
速

や
か

に
、

こ
れ

を
市

町
村

、
児

童
相

談
所

等
に

通
告

し
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

こ
と

な
ど

を
周

知
。

②
児

童
虐

待
対

応
の

手
引

き
等

の
作

成
・
配

布
、

教
職

員
研

修
の

実
施

○
「
学

校
・
教

育
委

員
会

等
向

け
虐

待
対

応
の

手
引

き
」を

作
成

し
、

周
知

○
養

護
教

諭
の

た
め

の
児

童
虐

待
対

応
の

手
引

き
を

作
成

し
、

配
布

○
教

職
員

用
研

修
教

材
「
児

童
虐

待
防

止
と

学
校

」
（
C

D
-
R

O
M

）
を

作
成

し
、

周
知

○
独

立
行

政
法

人
教

職
員

支
援

機
構

に
お

け
る

研
修

に
お

い
て

、
「
児

童
虐

待
へ

の
対

応
」
を

取
り

上
げ

③
生

徒
指

導
等

の
観

点
か

ら
、

児
童

虐
待

へ
の

対
応

・
解

決
に

貢
献

す
る

取
組

を
推

進
・
周

知

○
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
（要

対
協

）へ
学

校
や

教
育

委
員

会
が

参
画

す
る

よ
う

、
生

徒
指

導
担

当
者

連
絡

会
議

等
に

お
い

て
周

知
・促

進

○
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
等

の
専

門
家

を
活

用
し

た
学

校
の

教
育

相
談

体
制

の
充

実

○
SN

S等
を

活
用

し
た

相
談

体
制

の
整

備

○
ス

ク
ー

ル
ロ

イ
ヤ

ー
に

よ
る

教
育

委
員

会
の

法
務

相
談

体
制

の
整

備

④
未

然
防

止
・
早

期
発

見
に

資
す

る
家

庭
教

育
支

援
の

推
進

〇
地

域
に

お
け

る
家

庭
教

育
支

援
の

取
組

に
お

い
て

、
支

援
が

届
き

に
く
い

家
庭

へ
の

対
応

等
の

充
実

〇
家

庭
教

育
支

援
や

地
域

学
校

協
働

活
動

等
の

関
係

者
向

け
に

「
児

童
虐

待
へ

の
対

応
の

ポ
イ

ン
ト

」
を

作
成

し
、

周
知

等
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ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
充
実

令
和

2年
度
予
算
額
（
案
）

6,
67

1百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

6,
46

0百
万
円

)

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
活
用
事
業

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業


義
務
教
育
段
階
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、平

成
24
年
度
か
ら６

年
連
続
で
全
体
の
人
数
・児
童
生
徒
千
人
当
た
りの
人
数
とも
に
増
加
して
お
り、

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
へ
の
早
期
支
援
、不

登
校
状
態
に
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
手
厚
い
支
援
に
向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
が
必
要
。


ま
た
、社

会
問
題
化
して
い
る
昨
今
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
の
急
増
等
を
踏
ま
え
、学

校
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
・早
期
発
見
や
、

児
童
虐
待
発
生
時
の
迅
速
・的
確
な
対
応
に
向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
も
喫
緊
の
課
題
。

補
助
制
度

令
和

2年
度
予
算
額
（
案
）
：

4,
86

6百
万
円

(前
年
度
予
算
額
：

4,
73

8百
万
円
）

令
和

2年
度
予
算
額
（
案
）
：

1,
80

6百
万
円

(前
年
度
予
算
額
：

1,
72

2百
万
円
）


児
童
生
徒
の
心
理
に
関
して
専
門
的
な
知
識
・経
験
を

有
す
る
者

（
公
認
心
理
師
、臨

床
心
理
士
等
）


福
祉
に
関
して
専
門
的
な
知
識
・経
験
を
有
す
る
者

（
社
会
福
祉
士
、 精

神
保
健
福
祉
士
等
）

求
め
ら
れ
る
能
力
・資
格


補
助
率
：
１
／
３


補
助
対
象
：
都
道
府
県
・政
令
市


補
助
率
：
１
／
３


補
助
対
象
：
都
道
府
県
・政
令
市
・中
核
市


全
公
立
小
中
学
校
に
対
す
る
配
置
（

27
,5

00
校
）

基
盤
とな
る
配
置


全
中
学
校
区
に
対
す
る
配
置
（

10
,0

00
中
学
校
区
）


い
じ
め
・不
登
校
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
：

50
0校

（
新
規
）

重 点 配 置 等

い
じ
め

不
登
校

虐
待

貧
困


虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1,

00
0校

（
新
規
）

質
の
向
上


ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

：
67
人
（
新
規
）


い
じ
め
・不
登
校
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
：

50
0校

（
新
規
）


虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1,

00
0校

（
新
規
）


ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

：
67
人
（
←

47
人
）

児
童
生
徒
1
0
0
0
人
当

た
り
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
（
小
中
）

⇒
児
童
の
心
理
に
関
す
る
支
援
に
従
事

（
学
教
法
施
行
規
則
）

⇒
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
支
援
に
従
事

（
学
教
法
施
行
規
則
）

※
不
登
校
特
例
校
や
夜
間
中
学
へ
の
配
置
を
含
む


教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

：
25

0箇
所
（
新
規
）

※
不
登
校
特
例
校
や
夜
間
中
学
へ
の
配
置
を
含
む

※
単
位
：
人


教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

：
25

0箇
所


貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1,

40
0校


貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1,

40
0校
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
事
業

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

２
１
０
百
万
円

(前
年
度
予
算
額
：
２
１
０
百
万
円

)

【
イ

メ
ー

ジ
】
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
を

活
用

し
た

相
談

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

ス
ク

リ
ー

ン
シ

ョ
ッ

ト
も

送
信

可
能

で
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
上

の
ト

ラ
ブ

ル
等

を
正

確
か

つ
容

易
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る

教
育

委
員

会
、

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

や
民

間
団

体
等

で
受

信

（
例

）
自

殺
を

ほ
の

め
か

す
等

、
命

に
関

わ
る

相
談

の
場

合
の

連
絡

の
流

れ

臨
床

心
理

士
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

上
の

子
供

の
気

持
ち

が
わ

か
る

若
者

等
が

対
応

教
育

委
員

会
等

（
福

祉
部

局
と

共
同

・
連

携
）

安
全

を
確

認

学
校

緊
急

の
場

合

警
察

、
児

童
相

談
所

等
と

連
携

し
対

応

＜
背
景
＞

○
い
じ
め
を
含
め
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
相
談
体
制
の
拡
充
は
、
相
談
に
係
る
多
様
な

選
択
肢
を
用
意
し
、
問
題
の
深
刻
化
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
喫
緊
の
課
題
。

○
ま
た
、
座
間
市
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
高
校
生

3人
を
含
む

9人
の
方
が
殺
害
さ
れ
た
残
忍
な
事
件
を

受
け
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
殺
願
望
を
発
信
す
る
若
者
が
適
切
な
相
談
相
手
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
等
に
伴
い
、
最
近
の
若
年
層
の
用
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
お
い
て
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
参
考
）

Ｈ
3
0
年

[平
日

1
日

]コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系
メ
デ
ィ
ア
の
平
均
利
用
時
間
（
令
和
元
年
度
版
情
報
通
信
白
書
（
総
務
省
）
）

1
0
代
：
携
帯
通
話

3.
1分

、
固
定
通
話

0
.0
分
、
ネ
ッ
ト
通
話

5.
1分

、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用

71
.6
分
、
メ
ー
ル
利
用

1
3.

5
分

＜
事
業
概
要
＞
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
構
築
に
対
す
る
支
援

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

○
事
業
形
態
：

①
補

助
事

業
（
補

助
率

：
定

額
）

②
委

託
事

業

○
実
施
主
体
：

①
原

則
、

都
道

府
県

・
指

定
都

市
※

但
し

、
指

定
都

市
を

除
く
市

区
町

村
は

、
将

来
的

な
都

道
府

県
等

に
よ

る
広

域
的

な
相

談
体

制
の

構
築

に
資

す
る

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
限

る
。

②
民

間
団

体
等

○
実
施
箇
所
：

①
３

０
箇

所
②

１
団

体

○
事
業
内
容
：

・
相
談
対
象
者

：
原

則
、

児
童

生
徒

・
相
談
受
付
時
間
：

児
童

生
徒

が
相

談
し

や
す

い
平

日
午

後
5時

～
午

後
10

時
ま

で
や

、
長

期
休

業
明

け
前

後
や

日
曜

日
な

ど
。

・
実
施
内
容

：
①

既
に

相
談

体
制

が
立

ち
上

げ
ら

れ
て

い
る

地
域

に
お

い
て

、
児

童
生

徒
が

相
談

し
や

す
い

よ
う

改
善

を
図

っ
た

相
談

体
制

を
構

築
。

（
既

に
文

部
科

学
省

の
事

業
を

実
施

し
た

自
治

体
に

限
る

。
）

②
相

談
体

制
が

立
ち

上
げ

ら
れ

て
い

な
い

地
域

に
お

い
て

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

を
活

用
し

た
相

談
を

行
い

つ
つ

、
効

果
的

・
効

率
的

な
相

談
受

付
日

や
受

付
時

間
等

、
適

正
規

模
の

相
談

体
制

の
在

り
方

、
相

談
技

法
や

シ
ス

テ
ム

の
確

立
等

の
研

究
を

行
う

と
と

も
に

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
を

活
用

し
た

相
談

と
電

話
相

談
の

有
機

的
な

連
携

の
仕

組
み

を
明

ら
か

に
す

る
調

査
研

究
。

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

さ
ら

に
、

広
く
若

者
一

般
を

対
象

と
し

た
SN

Sに
よ

る
相

談
事

業
を

実
施

す
る

厚
生

労
働

省
と

、
児

童
生

徒
を

対
象

と
す

る
文

部
科

学
省

が
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

か
ら

得
た

知
見

を
共

有
す

る
な

ど
連

携
し

、
SN

S等
を

活
用

し
た

相
談

対
応

の
強

化
を

図
る

。
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【背
景
】

○
虐
待
や
い
じめ
の
ほ
か
、学

校
や
教
育
委
員
会
へ
の
過
剰
な
要
求
や
学
校
事
故
へ
の

対
応
等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、法

務
の
専
門
家
へ
の
相
談
を
必
要
とす
る
機
会
が
増

加
○

76
％

の
市
町
村
教
育
委
員
会
が
、法

的
な
専
門
知
識
を
有
す
る
者
が
必
要
で
あ

る
と回

答
（

H
31

.3
文
部
科
学
省
調
べ
）

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
教
育
委
員
会
の
法
務
相
談
体
制
の
整
備

学
校
を
サ
ポ
ー
トす
る
教
育
委
員
会
の
機
能
強
化
の
観
点
か
ら

ス
クー
ル
ロ
イヤ
ー
の
配
置
や
活
用
方
法
、財

源
の
在
り方

に
つ

い
て
検
討

職
務
内
容
例

学
校
や
教
育
委
員
会
か
ら
の
法
務
相
談
へ
の
指
導
助
言

コン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
紛
争
予
防
に
関
す
る
教
職
員
研
修

ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
初
期
対
応


い
じめ
・虐
待
や
子
ども
の
問
題
行
動
等
へ
の
対
応


保
護
者
の
過
剰
な
要
求
等
へ
の
対
応


体
罰
や
セ
クハ
ラ、
指
導
上
の
問
題
等
へ
の
対
応


学
校
事
故

等

＜
想
定
され
る
事
案
＞

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
は
、児

童
生
徒
へ
の
教
育
上
の
配
慮
や
管
理
職
・ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
学
校
関
係
者
との
連
携
な
ど、

学
校
の
事
情
等
に
精
通
し
、迅

速
な
初
期
対
応
と継

続
的
な
支
援
を
行
う専

門
人
材

イ
メ
ー
ジ

都
道
府
県
・指
定
都
市
教
育
委
員
会

又
は
教
育
事
務
所

都
道
府
県
の
弁
護
士
会

SL
の
推
薦
・派
遣
な
ど

連
携
協
力

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
（

SL
）

研
修
の
実
施

法
務
相
談
へ
の
指
導
助
言

トラ
ブ
ル
の
初
期
対
応

等

市
町
村
教
育
委
員
会
・学
校

学
校
の
諸
課
題
に
関
す
る

法
務
相
談

市
町
村

市
町
村

教
育
委
員
会
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地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
基
盤
構
築
事
業

令
和

2年
度
予
算
額

(案
)

75
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

73
百
万
円

)
国

1
/
3

都
道

府
県

1
/
3

市
町

村
1
/
3

【
補

助
率

】

背
景

●
核
家
族
化
、共

働
き
家
庭
・ひ
とり
親
家
庭
の
増
加
、地

域
の
つ
な
が
りの
希
薄
化
な
ど、
家
庭
を
取
り巻

く環
境
が
変
化

〔児
童

(1
8歳

未
満

)の
い
る
世
帯
の
うち
、核

家
族
世
帯
の
割
合
：

70
.0

%
(H

10
)
→

83
.3

%
(H

30
)〕

〔児
童

(1
8歳

未
満

)の
い
る
ひ
とり
親
世
帯
の
数
：
約

76
万
世
帯

(H
30

)〕

●
身
近
な
相
談
相
手
が
い
な
い
、子

育
て
の
悩
み
や
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
孤
立
して
しま
うな
ど、
家
庭
教
育
を
行
うこ
とが
困
難
な
社
会

〔地
域
に
お
い
て
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
相
談
で
き
る
人
が
い
る
保
護
者
の
割
合
：

34
.2

%
(H

28
)〕
〔子
育
て
す
る
人
に
とっ
て
地
域
の
支
え
が
とて
も
重
要
・や
や
重
要
だ
と思

う：
90

.9
%

(H
25

)〕

●
児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数
は
一
貫
して
増
加

〔児
童
相
談
所
で
の
相
談
対
応
件
数
：

11
,6

31
件

(H
11

)
→

15
9,

85
0件

(速
報
値

)
(H

30
)（

H
11
年
度
に
比
べ
て
、約

13
.7
倍
）
〕

地
域
人
材
の
養
成

家
庭
教
育
支
援
体
制
の
構
築

家
庭
教
育
を
支
援
す
る
取
組

家
庭
教
育
支
援
員
等
の
配
置

●
小
学
校
等
に
家
庭
教
育
支
援
員
を
配
置
す

る
な
ど身

近
な
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援

の
体
制
を
強
化

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
組
織
化

●
家
庭
教
育
支
援
員
な
どの
地
域
人
材
を

中
心
とし
た
チ
ー
ム
の
組
織
化

家
庭
教
育
支
援
員
等
の
養
成

●
家
庭
教
育
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
対

応
等
を
行
う人

材
を
養
成

●
支
援
活
動
の
企
画
・運
営
、関

係
機
関
・団

体
との
連
携
等
を
担
う中

核
的
人
材
を
養
成

保
護
者
へ
の
学
習
機
会
の
効
果
的
な
提
供

●
就
学
時
健
診
や
保
護
者
会
な
ど、
多
くの
親
が
集
ま
る
機
会
を

活
用
した
学
習
機
会
の
提
供
（
子
育
て
の
方
法
、虐

待
防
止
等
）

親
子
参
加
型
行
事
の
実
施

●
自
己
肯
定
感
や
自
立
心
な
ど、
子
育
て
の
不
安
解
消
や
社
会
を

生
き
抜
く力
を
養
成
す
る
た
め
、親

子
で
の
参
加
型
行
事
や
ボ
ラン

テ
ィア
活
動
、地

域
活
動
等
の
プ
ログ
ラム
を
展
開

相
談
対
応
や
情
報
提
供

●
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
、仕

事
で
忙
しい
保
護
者
な
ど、
様
々

な
家
庭
の
状
況
に
応
じて
、家

庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
等
に
よ
る

情
報
提
供
や
対
応
を
実
施

【チ
ー
ム
構
成
員
の
例
】

子
育
て
経
験
者
、元

教
員
、Ｐ

Ｔ
Ａ
関
係
者
、

Ｓ
Ｓ
Ｗ
、民

生
委
員
、児

童
委
員
、保

健
師

等

●
関
係
機
関
との
協
議
・連
携
に
よ
る
情
報

共
有
等
の
実
施

●
保
護
者
に
寄
り添

うア
ウ
トリ
ー
チ
型
支
援
(※
)の
実
施

（
※
家
庭
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
しつ
つ
、自

宅
や
学
校
、企

業
等
に
出
向
い
て
、

個
々
の
保
護
者
に
届
け
る
支
援
（
情
報
提
供
、相

談
対
応
、話

し相
手
等
）
）

全
て
の
保
護
者
が
安
心
し
て
家
庭
教
育
を
行
うこ
とが
で
き
る
支
援
体
制
の
構
築

元
教
員

PT
A

関
係
者

子
育
て

経
験
者

地
域
の
多
様
な
人
材
の
参
画

（
例
）

研
修

リー
ダ
ー

中
核
的
人
材
の
養
成

●
家
庭
教
育
支
援
員
等
に
対
す
る
研
修
強
化

（
子
供
の
育
ち
を
め
ぐる
課
題
（
虐
待
等
）
対
応
）

支
援
が
届
き
に
くい
家
庭
へ
の
対
応
（
ア
ウ
ト
リー
チ
型
支
援
）
の
充
実
（
児
童
虐
待
防
止
等
）

※
以
下
の
取
組
を
行
う自

治
体
（
都
道
府
県
、市

町
村
）
を
支
援
（
計

1,
00

0カ
所
）

（
都

道
府

県
等

（
指

定
都

市
、

中
核

市
を

含
む

）
の

場
合

、
補

助
率

は
国

：
1/

3、
都

道
府

県
等

:2
/3

）
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人
権
教
育
開
発
事
業

基
本

的
人

権
の

尊
重

の
精

神
を

高
め

、
一

人
一

人
を

大
切

に
し

た
教

育
を

推
進

す
る

観
点

か
ら

、
以

下
の

事
業

等
を

総
合

的
に

実
施

し
、

学
校

教
育

に
お

け
る

人
権

教
育

の
開

発
を

進
め

る
。

趣 旨

学
校

教
育

に
お

け
る

人
権

教
育

の
総

合
的

実
施

＜
事

業
内

容
＞

①
学

校
、

家
庭

、
地

域
社

会
が

一
体

と
な

っ
た

教
育

上
の

総
合

的
な

取
組

を
都

道
府

県
教

育
委

員
会

と
の

連
携

・
協

力
の

下
で

推
進

し
、

基
本

的
人

権
尊

重
の

精
神

を
高

め
、

一
人

一
人

を
大

切
に

し
た

教
育

の
充

実
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

実
践

的
な

研
究

を
行

う
。

②
学

校
に

お
け

る
人

権
教

育
に

関
す

る
指

導
方

法
の

改
善

及
び

充
実

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
モ

デ
ル

校
を

指
定

し
、

実
践

的
な

研
究

を
行

う
。

＜
対

象
＞

都
道

府
県

教
育

委
員

会
等

（
４

７
地

域
）

人
権

教
育

に
関

す
る

事
業

等
の

実
践

・
成

果
や

第
三

次
と

り
ま

と
め

の
内

容
も

踏
ま

え
、

学
校

に
お

け
る

人
権

教
育

の
在

り
方

等
に

つ
い

て
調

査
研

究
を

行
う

た
め

の
会

議
を

開
催

す
る

。

人
権

教
育

研
究

推
進

事
業

【
委

託
事

業
】

４
６

百
万

円
（４

６
百

万
円

）

学
校

に
お

け
る

人
権

教
育

の
在

り
方

等
に

関
す

る
調

査
研

究
【事

務
費

】
５

百
万

円
（

５
百

万
円

）

【
こ

れ
ま

で
の

経
緯

・
取

組
】

①
「
人

権
教

育
及

び
人

権
啓

発
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
の

制
定

（
平

成
１

２
年

１
２

月
）

→
  
  
国

、
地

方
公

共
団

体
及

び
国

民
の

責
務

の
明

確
化

と
必

要
な

措
置

の
規

定
に

よ
り

、
人

権
教

育
及

び
人

権
啓

発
の

施
策

を
推

進
。

「
人

権
教

育
及

び
人

権
啓

発
に

関
す

る
基

本
的

な
計

画
」
の

策
定

（
第

７
条

）
、

政
府

が
講

じ
た

人
権

教
育

及
び

人
権

啓
発

に
関

す
る

施
策

に
つ

い
て

の
国

会
へ

の
報

告
（
第

８
条

）
な

ど
②

「
人

権
教

育
・
啓

発
に

関
す

る
基

本
計

画
」
の

策
定

（
平

成
１

４
年

３
月

）
→

学
校

に
お

け
る

人
権

教
育

に
つ

い
て

は
、

「
指

導
方

法
の

改
善

を
図

る
た

め
、

効
果

的
な

教
育

実
践

や
学

習
教

材
な

ど
に

つ
い

て
情

報
収

集
や

調
査

研
究

を
行

い
、

そ
の

成
果

を
学

校
等

に
提

供
し

て
い

く
」
旨

決
定

③
人

権
教

育
の

指
導

方
法

等
の

在
り

方
に

つ
い

て
→

第
一

次
と

り
ま

と
め

（
平

成
１

６
年

６
月

）
第

二
次

と
り

ま
と

め
（
平

成
１

８
年

１
月

）
第

三
次

と
り

ま
と

め
（
平

成
２

０
年

３
月

）
④

「
本

邦
外

出
身

者
に

対
す

る
不

当
な

差
別

的
言

動
の

解
消

に
向

け
た

取
組

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」
（
平

成
２

８
年

６
月

）
及

び
「
部

落
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」
（
平

成
２

８
年

１
２

月
）
の

制
定

→
い

わ
ゆ

る
ヘ

イ
ト

ス
ピ

ー
チ

や
部

落
差

別
の

解
消

す
る

た
め

の
教

育
に

つ
い

て
規

定

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）
５
１
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

５
１
百
万
円

)
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